
「
い
の
ち
の
尊
さ
」
を
見
つ
め
な
お
す

〜
一・一
七
い
の
ち
を
考
え
る
研
修
会
〜  
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小
学
生

の
時
、
遠

足
で
奈
良

の
大
仏
を

見
に
行
き

ま
し
た
。
見
上
げ
る
ほ
ど
の

大
き
な
大
仏
さ
ま
を
見
て
こ

う
思
い
ま
し
た
。
う
ち
の
お

寺
の
阿
弥
陀
さ
ま
は
な
ん
て

小
さ
い
ん
だ
…
と
◆
阿
弥
陀

さ
ま
は
全
て
の
世
界
に
満
ち

溢
れ
、
全
て
の
生
き
と
し
生

け
る
者
に
届
い
て
く
だ
さ
る

仏
さ
ま
で
す
。
け
れ
ど
も
そ

の
よ
う
な
仏
さ
ま
を
想
像
す

る
の
は
少
し
難
し
い
で
す
。

そ
の
こ
と
を
お
見
抜
き
さ
れ

て
お
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
阿

弥
陀
さ
ま
は
私
た
ち
に
わ
か

る
よ
う
に
、
手
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
私

の
前
に
現
れ
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
す
◆
阿
弥
陀
さ
ま
が
小

さ
い
の
で
は
な
い
。
お
寺
の

大
き
さ
に
、
お
仏
壇
の
大
き

さ
に
阿
弥
陀
さ
ま
の
方
が
合

わ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

す
。
い
ま
、
そ
う
い
う
仏
さ

ま
が
お
寺
の
本
堂
に
、
我
々

の
お
う
ち
の
お
仏
壇
に
届
い

て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
仏
さ

ま
に
手
を
合
わ
せ
、
お
礼
の

言
え
る
こ
と
は
、
有
り
難
い

こ
と
で
す
ね
。

一
月
十
七
日
本
願
寺
神
戸

別
院
に
て
「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
物
故
者
総
追
悼
法
要
」

が
勤
め
ら
れ
た
。

六
五
〇
〇
人
以
上
の
尊
い

人
命
が
奪
わ
れ
た
「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
」
か
ら
今
年
は

二
十
二
年
目
と
な
る
。

午
後
一
時
よ
り
輪
番
挨
拶

の
後
「
つ
ど
い
」
と
し
て
、

宗
門
関
係
学
校
の
学
生
四
名

に
よ
り
、「
い
の
ち
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
作
文
の
朗
読
が
行

わ
れ
た
。【
作
文
朗
読
者
】◆

井
藤
菜
ノ
花
さ
ん
（
睦
学
園 

神
戸
国
際
中
学
校
）◆
山
本

一
輝
さ
ん
（
成
徳
学
園 

神
戸

龍
谷
中
学
校
）◆
黒
岩
実
花

さ
ん
（
睦
学
園 

兵
庫
大
学

附
属
須
磨
ノ
浦
高
等
学
校
）

◆
山
田
桃
子
さ
ん
（
成
徳
学

園  

神
戸
龍
谷
高
等
学
校
）

続
い
て
午
後
一
時
半
よ
り

法
要
が
始
ま
り
、
正
信
偈
の

お
勤
め
に
併
せ
参
拝
者
の
焼

香
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
「
一
・
一
七
い
の

ち
を
考
え
る
研
修
会
」
と
し

て
、
法
学
者
で
あ
り
、
テ
レ

ビ
朝
日
系
列
『
報
道
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
』
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ

な
ど
を
つ
と
め
る
、
木
村
草

太
氏
を
お
迎
え
し
て
、『
国

民
の
命
を
守
る
憲
法
と
立
憲

主
義
』
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
た
。

木
村
氏
は
、
憲
法
は
国
家

権
力
の
暴
走
を
止
め
る
役
割

を
持
っ
た
重
要
な
法
律
だ
と

存
在
意
義
を
説
明
さ
れ
た
。

憲
法
と
い
う
の
は
国
家
権

力
の
失
敗
を
繰
り
返
さ
な

い
、
そ
う
い
う
目
的
が
あ
る
。

国
家
権
力
の
失
敗
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
の
仕
組
み
が
憲

法
で
あ
り
、
国
家
権
力
の
三

大
失
敗
と
し
て
、「
無
謀
な

戦
争
」・「
人
権
侵
害
」・「
独
裁
」

を
あ
げ
、「
軍
事
力
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」・「
基
本
的
人
権
の

保
障
」・「
権
力
分
立
」
が
必

要
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

木
村
氏
は
、
終
始
静
か
な

口
調
で
話
さ
れ
た
が
、
自
分

の
体
験
も
交
え
た
微
笑
ま
し

い
内
容
に
は
思
わ
ず
会
場
に

笑
い
が
起
こ
る
場
面
も
見
ら

れ
た
。

神
戸
中
組  

徳
本
寺  

津
守
秀
憲

落ち着いた語り口の木村氏



教
区
宗
会
議
員
決
ま
る

大川 久夫 氏 鹿多 証道 氏 多田 満之 氏 豊原 大成 氏

2

任
期
満
了
に
伴
う
宗
会
議

員
選
挙
の
宗
告
発
付
に
と
も

な
い
、
僧
侶
議
員
（
教
区
定

数
三
名
）
と
門
徒
議
員
（
教

区
定
数
一
名
）
の
選
挙
が
行

わ
れ
、
教
区
よ
り
四
名
の
宗

会
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。

僧
侶
議
員
に
お
い
て
は
、

選
挙
区
の
議
員
定
数
で
の
立

候
補
者
数
で
あ
っ
た
た
め
、

選
挙
日
（
十
二
月
十
一
日
）

翌
日
の
選
挙
会
に
て
、
立
候

補
者
三
名
が
当
選
さ
れ
た
。

ま
た
門
徒
議
員
に
お
い
て

は
、
十
二
月
十
四
日
開
催
の

臨
時
教
区
会
で
の
選
挙
会
に

て
、
教
区
会
議
員
の
承
認
に

よ
り
、
立
候
補
者
一
名
が
当

選
さ
れ
た
。
当
選
者
は
次
の

通
り
。

【
僧
侶
議
員
】

◆
豊
原
大
成
氏

　
（
阪
神
西
組
西
福
寺
住
職
）

◆
多
田
満
之
氏

　
（
赤
穂
北
組
西
光
寺
住
職
）

◆
鹿
多
証
道
氏

　
（
加
古
川
組
妙
正
寺
住
職
）

【
門
徒
議
員
】

◆
大
川
久
夫
氏

　
（
朝
来
組
如
来
寺
門
徒
）

最
近
、
電
車
の
優
先
座
席
を

「
譲
れ
」「
譲
ら
な
い
」
で
口
論

を
す
る
老
人
と
若
者
の
や
り
と

り
の
様
子
が
ネ
ッ
ト
上
に
流
さ

れ
、
そ
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
物

議
を
醸
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
老
人
が
優
先
座
席

に
座
っ
て
い
た
若
者
に
対
し

て
、「
座
席
を
譲
れ
、（
優
先
座

席
で
あ
る
と
い
う
）
日
本
語
が

わ
か
ら
な
い
の
か
」
と
高
圧
的

な
態
度
で
接
し
た
こ
と
に
若
者

が
腹
を
立
て
、「
そ
う
い
う
人

に
譲
り
た
く
な
い
わ
、
残
念

だ
っ
た
な
」
と
言
い
放
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
や
り
と

り
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
、
さ

ら
に
こ
の
若
者
は
ツ
イ
ー
ト

に
、
次
の
よ
う
に
つ
ぶ
や
く
。

「
私
は
優
先
席
を
譲
り
ま
せ

ん
!!　

な
ぜ
な
ら
先
日
、
今
に

も
死
に
そ
う
な
老
人
に
席
を
譲

ろ
う
と
し
て
ど
う
ぞ
と
言
っ
た

ら
、〈
私
は
ま
だ
若
い
〉
と
言
わ

れ
、
親
切
な
行
為
を
し
た
私
が

バ
カ
を
見
た
か
ら
で
す
。
今
後

と
も
老
人
に
は
絶
対
に
譲
り
ま

せ
ん
」
と
。

こ
の
老
人
と
若
者
の
双
方
の

態
度
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
動

画
を
見
た
方
々
そ
れ
ぞ
れ
の
意

見
に
分
か
れ
る
と
思
う
が
、
私

が
少
し
引
っ
か
か
っ
た
の
は
、

若
者
の
「
親
切
な
行
為
を
し
た

私
が
バ
カ
を
見
た
」
と
い
う
言

葉
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
「
優
先
座
席
を
譲
る

行
為
」
は
、
私
が
他
者
に
し
て

あ
げ
る
親
切
な
行
為
だ
と
見
て

い
る
、
私
が
相
手
に
「
し
て
や

る
、
し
て
や
っ
た
」
と
い
う
思

い
が
の
ぞ
き
見
え
る
こ
と
で

あ
っ
た
。

他
者
の
た
め
に
何
か
を
「
し

て
や
る
、
し
て
や
っ
た
」
と
思

う
と
き
、
た
と
え
無
意
識
で

あ
っ
て
も
少
な
か
ら
ず
相
手
に

何
ら
か
の
報
酬
を
求
め
る
心
が

生
じ
る
よ
う
で
あ
る
。

先
の
例
で
い
え
ば
、
座
席
を

譲
っ
て
礼
を
言
わ
れ
な
か
っ
た

ら
、
私
も
少
な
か
ら
ず
ム
ッ
と

す
る
に
違
い
な
い
。
感
謝
や
賞

賛
な
ど
の
見
返
り
を
期
待
し
て

い
る
か
ら
だ
。

さ
て
、「
見
返
り
を
求
め
ず
、

他
者
に
何
か
を
施
す
」行
為
を
、

仏
教
で
は
布
施
行
と
い
う
。
釈

尊
は
、
欲
望
か
ら
生
じ
る
さ
ま

ざ
ま
な
執
着（
こ
だ
わ
り
の
心
）

が
人
生
の
苦
し
み
の
原
因
で
あ

り
、
こ
の
執
着
を
捨
て
去
る
こ

と
が
安
ら
ぎ
へ
の
道
で
あ
る
と

説
く
。
他
者
に
何
か
を
施
す
と

き
、
見
返
り
を
求
め
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
施
し
た
と
い
う
こ

と
に
対
す
る
執
着
を
捨
て
去
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
布

施
行
は
、
そ
れ
を
な
す
者
の
心

の
中
か
ら
見
返
り
へ
の
期
待

（
執
着
）
と
い
う
心
の
垢
を
削

り
落
と
し
て
く
れ
る
の
だ
。

だ
か
ら
、
冒
頭
の
「
座
席
を

譲
る
」
と
い
う
行
為
が
「
し
て

や
る
」
の
で
は
な
く
「
さ
せ
て

い
た
だ
く
」
と
い
う
思
い
の
中

で
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
も
っ
と

穏
や
か
で
心
豊
か
な
人
間
関
係

の
中
で
過
ご
せ
る
世
の
中
に
な

る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

あ
る
時
は
、

若
者
「
ど
う
ぞ
お
座
り
く
だ
さ

い
。」

老
人
「
い
や
、
私
は
ま
だ
若
い

か
ら
、
結
構
で
す
。」

若
者
「
そ
う
で
す
か
（…

お
元

気
な
方
な
の
だ
な
ぁ
、
よ
か
っ

た
）。」

「
布
施
」の
こ
こ
ろ

6回継続全6回 （第2回）

老
人
「（…

心
遣
い
を
あ
り
が

と
う
。）」

ま
た
あ
る
時
は
、

若
者
「
ど
う
ぞ
お
座
り
く
だ
さ

い
。」

老
人
「
ご
親
切
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。」（
着
席
）

若
者
「（…

座
っ
て
く
だ
さ
っ
て

あ
り
が
と
う
。）」

こ
の
相
手
を
思
う
双
方
の

「（
あ
り
が
と
う
）」
と
い
う
心
の

声
が
大
切
な
の
だ
。

先
日
の
出
来
事
、
西
院
か
ら

京
都
駅
ま
で
市
バ
ス
で
移
動
し

た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
四
条
大

宮
で
座
席
が
空
き
、
さ
あ
座
ろ

う
と
腰
を
お
ろ
し
か
け
た
と

き
、
お
年
寄
り
が
ヒ
ョ
コ
ッ
と

乗
車
し
て
き
た
。
思
わ
ず
腰
を

浮
か
せ
て
前
の
方
に
移
動
し
た

が
、結
局
そ
の
あ
と
二
十
分
間
、

立
っ
た
ま
ま
で
京
都
駅
に
到
着

し
た
。
降
車
時
に
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
が
一
言
。

「
先
ほ
ど
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」

最
初
は
何
の
こ
と
だ
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
が
、
気
が
つ
い
た

そ
の
瞬
間
、
ホ
ッ
と
心
が
温
か

く
な
っ
た
。

　

    

揖
龍
西
組
西
法
寺
住
職

岩　

谷　

教　

授

 

い
わ 

た
に 

さ 

ず 

く



御同朋の輪よ
広がれ！

御同朋の輪よ
広がれ！

～連研修了者大会ご案内～

本堂中に笑顔が弾けた

最後に全員でパチリ

リーフレット『お彼岸』

受付中
リーフレット『お彼岸』

受付中
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一
月
二
十
一
日
、
別
院
本

堂
に
お
い
て
、「
プ
レ
な
も
ナ

モ
検
定
」（
兵
庫
教
区
子
ど
も
・

若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
委
員

会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
検
定
は
、
昨
年
発
刊
さ

れ
た
『
千
問
書
（
な
も
ナ
モ

検
定
）』
を
用
い
て
の
ご
縁
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
の
事
業

で
あ
る
。

検
定
で
は
高
得
点
を
取
る

こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
検

定
を
通
じ
て
、
少
し
で
も
仏

教
の
こ
と
、
阿
弥
陀
さ
ま
の

こ
と
、お
釈
迦
さ
ま
の
こ
と
、

親
鸞
さ
ま
の
こ
と
、
浄
土
真

宗
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
多
く
の
方
に
阿
弥
陀
さ

ま
と
の
ご
縁
を
結
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。今

回
の
検
定
に
は
、
教
区

内
の
門
信
徒
や
子
ど
も
会
の

会
員
、
県
内
の
宗
門
校
で
あ

る
兵
庫
大
学
附
属
須
磨
ノ
浦

高
等
学
校
と
神
戸
龍
谷
高
等

学
校
の
生
徒
や
先
生
併
せ
て

四
十
名
が
参
加
し
た
。

検
定
は
、
本
堂
に
①
〜
③

番
ま
で
の
番
号
札
を
用
意

し
、
出
題
者
が
問
題
を
読 

み

上
げ
、
参
加
者
が
正
解
だ
と

思
う
箇
所
へ
移
動
し
て
も
ら

う
ゲ
ー
ム
形
式
で
行
わ
れ

た
。
子
ど
も
た
ち
は
問
題
が

読
み
上
げ
ら
れ
る
と
、
周
り

の
友
だ
ち
と
相
談
を
し
な
が

ら
、
正
解
だ
と
思
う
箇
所
へ

移
動
し
、
正
解
が
発
表
さ
れ

る
と
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
検

定
に
挑
ん
で
い
た
。

ま
た
、
高
校
生
た
ち
も
難

し
い
問
題
で
は
不
安
そ
う
な

表
情
で
移
動
し
、
正
解
す
る

と
ホ
ッ
と
し
た
表
情
を
浮
か

べ
て
い
た
。中
に
は
走
り
回
っ

て
汗
を
か
く
参
加
者
も
。

検
定
終
了
後
に
は
、
正
解

数
に
応
じ
て
「
な
も
ナ
モ
検

定
」
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ

た
華
葩
が
配
ら
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
嬉
し
そ
う
に
別
院
を

後
に
し
た
。

今
後
、
夏
休
み
期
間
中
の

八
月
二
十
六
日
（
土
）
午
後

一
時
半
よ
り
、
別
院
に
お
い

て「
第
一
回
な
も
ナ
モ
検
定
」

を
開
催
す
る
。
参
加
対
象
は

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
全

て
の
人
。
問
い
合
わ
せ
は
、

兵
庫
教
区
教
務
所
「
子
ど
も
・

若
者
ご
縁
づ
く
り
担
当
」
ま

で
。 

　

こ
の
度
、第
十
九
期
連
研

の
修
了
を
機
に
、「
兵
庫
教
区

連
研
修
了
者
大
会
」が
六
月

十
一
日（
日
）に
、神
戸
別
院

を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
。

　

本
大
会
は
、こ
れ
ま
で
各

組
で
連
研
を
受
講
さ
れ
た
修

了
者
同
士
が
一
堂
に
会
し
修

了
者
大
会
を
開
催
す
る
こ
と

で
、お
互
い
の
交
流
を
深
め
、

組
・
地
域
を
超
え
て
お
念
仏

よ
ろ
こ
ぶ
人
々
が
い
る
こ
と

を
知
り
、御
同
朋
・
御
同
行
の

輪
が
益
々
広
ま
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

参
加
対
象
は
第
十
九
期
の

連
研
修
了
者
に
限
ら
ず
、こ

れ
ま
で
の
連
研
修
了
者（
第

一
期
〜
十
九
期
）全
て
が
対

象
と
な
る
。

　

大
会
で
は
、テ
ー
マ
に「
自

他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ

と
の
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し

て
」
と
題
し
、
連
研
中
央
講

師
で
あ
る
季
平
博
昭
氏
（
備

後
教
区
御
調
東
組
法
光
寺
）

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
の
記

念
講
演
を
開
催
。
昼
食
の
後

に
は
、
ク
イ
ズ
形
式
の
「
お

楽
し
み
研
修
会
」
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
大
会

に
併
せ
、別
院
本
堂
に
て
「
帰

敬
式
」
も
実
施
さ
れ
る
。
詳

細
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。

【
開
催
要
項
】

◆
期
日
／
平
成
二
十
九
年
六

月
十
一
日
（
日
）
十
時
半
〜

十
五
時
半
◆
会
場
／
本
願
寺

神
戸
別
院
◆
対
象
／
第
一
期

〜
十
九
期
連
研
修
了
者
◆
参

加
費
二
千
円
（
昼
食
代
含
む
）

楽
し
く
ご
縁
づ
く
り

　
　  

〜
プ
レ
な
も
ナ
モ
検
定
〜

楽
し
く
ご
縁
づ
く
り

　
　  

〜
プ
レ
な
も
ナ
モ
検
定
〜

◆
申
込
方
法
／
各
組
担
当
者

宛
て
に
五
月
十
五
日
（
月
）

ま
で
に
申
込
み

〈
帰
敬
式
に
つ
い
て
〉

◆
申
込
期
限
／
内
願
法
名
希

望
者
：
平
成
二
十
九
年
四
月

四
日
（
火
）
内
願
を
さ
れ
な

い
方
：
平
成
二
十
九
年
五
月

四
日
（
木
）※

内
願…

授
か

る
法
名
を
前
も
っ
て
本
山
に

お
願
い
し
許
可
を
い
た
だ
く

こ
と
◆
申
込
方
法
／
所
属
寺

ご
住
職
へ
必
ず
相
談
の
上
、

各
組
担
当
者
宛
て
に
申
込
み

◆
受
式
冥
加
金
／
内
願
有
り

二
万
円
・
内
願
無
し
一
万
円

（
申
込
時
に
各
組
担
当
者
宛

に
お
納
め
く
だ
さ
い
）◆
お

問
合
せ
先
／
兵
庫
教
区
教
務

所☎
〇
七
八-

三
四
一-

五
九
四
九

年
三
回
発
行
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

『
法
』
シ
リ
ー
ズ
。
今
回
の
お
彼
岸
号

は
、
藤
川
正
敏
氏
（
神
戸
東
組
西
林

寺
）
に
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
部
二
十
円
（
送
料
実
費
）
に
て
販

売
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
百
部
以
上

ご
注
文
の
場
合
は
寺
号
を
無
料
で
印
刷

致
し
ま
す
。
教
務
所
ま
で
、
ご
注
文
く

だ
さ
い
。

【
教
務
所
☎
〇
七
八-

三
四
一-

五
九
四
九

／
F
A
X
：
〇
七
八-

三
四
一-

八
五
二
六
】
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三
月
六
日
の
午
後
三
時
よ

り
、
神
戸
別
院
に
て
、「
兵
庫

教
区
青
年
僧
侶
の
会
連
続
研

修
会
」
が
開
催
さ
れ
る
。

青
年
僧
侶
の
会
で
は
、
年

度
二
〜
三
回
程
度
、
浄
土
真

宗
の
教
義
や
社
会
問
題
等
に

つ
い
て
、
専
門
に
活
躍
し
て

い
る
講
師
を
迎
え
様
々
な

テ
ー
マ
に
て
研
修
会
を
行
っ

て
い
る
。

コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
兵
庫
教
区
寺
族
婦
人
会
、

仏
教
婦
人
会
が
共
催
す
る
仏

教
讃
歌
の
合
唱
大
会
。

日
々
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
で
き
る
場
所
と
少
し
で
も

多
く
の
方
に
仏
教
讃
歌
に
親

し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
始
め

ら
れ
、
今
年
度
で
十
二
回
目

を
迎
え
る
。

昨
年
度
は
十
五
団
体
、
約

二
百
七
十
人
の
出
演
者
が
あ

り
、
観
覧
者
を
含
め
る
と
約

三
百
人
の
参
加
者
と
な
り
、

思
い
思
い
の
衣
装
に
身
を
包

ん
だ
出
演
者
が
素
晴
ら
し
い

歌
声
を
別
院
い
っ
ぱ
い
に
響

か
せ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は

こ
れ
ま
で
ご
縁
の
な
か
っ
た

方
に
も
仏
教
讃
歌
と
ご
縁
を

結
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
歌

唱
指
導
を
行
い
、
会
場
全
体

で
全
体
合
唱
を
行
っ
て
い
る
。

お
寺
や
組
な
ど
で
コ
ー
ラ

ス
活
動
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る

団
体
は
ぜ
ひ
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
日
ご
ろ
の
成

果
の
ご
披
露
を
。

【
開
催
要
項
】
三
月
一
日
（
水
）

午
前
十
時
三
〇
分
〜
◆
出
演

者
参
加
費 

千
五
百
円
（
昼

食
・
資
料
・
保
険
料
含
）◆

鑑
賞
者
参
加
費
五
百
円
、
弁

当
代
六
百
円

出
演
・
鑑
賞
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
教
務
所「
コ
ー
ラ
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
担
当
」ま
で
。

讃
仏
の
歌
声
に
包
ま
れ
て

　
　
〜
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ご
案
内
〜

讃
仏
の
歌
声
に
包
ま
れ
て

　
　
〜
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ご
案
内
〜

如
来
広
大
の
恩
徳
を
味
わ
う

　
　

━
青
僧
会
が
公
開
講
座

━

如
来
広
大
の
恩
徳
を
味
わ
う

　
　

━
青
僧
会
が
公
開
講
座

━

毎
年
度
初
め

に
、
仏
教
壮
年
会

連
盟
は
担
当
ブ

ロ
ッ
ク
で
報
告
総

会
を
開
催
す
る
。

今
年
度
は
、
阪

神
・
神
戸
ブ
ロ
ッ

ク
担
当
の
元
、
六

月
五
日
に
兵
庫
大

学
附
属
須
磨
ノ
浦

高
等
学
校
に
て
開

催
さ
れ
、
約
五
百

名
の
仏
壮
会
員
が

総
会
に
集
っ
た
。

総
会
で
は
、
女
性
打
楽
器

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
グ
ル
ー
プ

「
フ
ラ
イ
ン
グ
マ
レ
ッ
ツ
」

に
よ
る
マ
リ
ン
バ
演
奏
が
会

場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
龍

谷
大
学
文
学
部
教
授
の
鍋
島

直
樹
師
（
神
戸
中
組
真
覚

寺
）
よ
り
「
親
鸞
聖
人
と
阿

闍
世
王
の
救
い
」
と
題
し
て

記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

来
年
度
は
、
東
播
ブ
ロ
ッ

ク
が
担
当
を
務
め
、
五
月
二

十
日
（
土
）
に
加
古
川
の
ア

ラ
ベ
ス
ク
ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
る
。

今
回
は
、
講
題
を
「『
如
来

広
大
の
恩
徳
』
を
味
わ
う
―

自
力
か
ら
他
力
へ
の
展
開

―
」
と
題
し
、
龍
谷
大
学
准

教
授
で
あ
ら
れ
る
井
上
見
淳

師
よ
り
お
話
を
い
た
だ
く
。

参
加
費
は
一
人
千
円
。
研

修
会
内
容
に
興
味
の
あ
る

方
、
青
年
僧
侶
の
会
活
動
へ

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
、
是

非
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

兵
庫
教
区
青
年
僧
侶
の
会
主
催
連
続
研
修
会

講
師
　
龍
谷
大
学
准
教
授  

井 

上 

見 

淳  

師

日
時
　
二
〇
一
七
年
三
月
六
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　  

一
五
：
〇
〇
〜
一
七
：
〇
〇

場
所
　
本
願
寺
神
戸
別
院

参加費：1000円

旋律に心を込めて……マリンバの音が響き渡る

 


